
  

 

 

 

 

 道徳の時間に、夢かぼちゃさんから２人の講師の方に来ていただき、障害がある人への関わり方や考え

方についての話を聞きました。２つの体験活動を通し、障害を乗り越える大変さや、相手を理解しようと

することの大切さを学びました。だれもが様々な人がいることを理解して、心のバリアがフリーな社会に

なるといいですね。 

 

【感想より】 
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不自由な手と自由な手

が支えあっています。 

「カルボナーラ！」 

（トイレどこか知りた

いのに、言葉が自由に

使えない…(;_:)） 

（「カルボナー

ラ」って焦って言

ってるけど、何か

別のことを伝えた

そうだな。） 

(。´･ω･)? 

今日様々な体験をしてみてジェスチャーなしで違う

言葉を言ってもよくわからなかったり、伝わりにくか

ったりということがわかりました。これからは、障害

をもつ人との接し方を変えつつ、相手のことを知るこ

とが大切だと思いました。 私は障がい者について前まであたたかく見守っ

てはいたけれど、心のどこかで差別をしてしまっ

ていました。実際にそのような場面に出会い、優

しくはしていたけれど、迷惑とも思っていたりも

しました。でも今回の話を聞いて改めて自分を見

つめ直そうと思いました。なので、これからは差

別をせず、優しく接することや、みんな違ってみ

んないいという言葉を胸に刻んで行動したり、発

言したりしたいと思いました。 

誰か１人でも優しく接することによってその

人も安心して周りの人も自然と助けを手伝って

くれるかもしれないので、誰にでも優しく接した

いです。 

ﾋﾟｰｽの種をまいてもらいました。花

を咲かせ、また違う人にもまいてあ

げられる人になってください。 

『
「
し
ょ
う
が
い
」
の
正
体

を
知
っ
て
ね
』 

新
聞
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